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Q：国内における年間の補聴器販売台数と1台当たりの購入平均金額につ

いて、正しいのはどれでしょうか。

①集計上、2019年は60万台以下の販売台数となった。

②2018年の平均購入金額は12万円となった。

③この平均購入金額は、シグニア製品でみると1クラス程度の価格帯と考

えられる。

問題１
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Q：２Xにある機能について正しいものはどれでしょうか。

①16バンドアダプティブ指向性があり、最大16個の雑音をそれぞれ同時

に追いかけながら抑制する。

②サウンドスムージングは自動車や掃除機のようなブーンという周囲の雑

音を感じ取り、静かにする。

③自分の声を録音することで、装用中に自分の声は増幅を抑え、他の声や

音は大きくすることができる。

問題２
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Q：５Xにある機能について正しいものはどれでしょうか。

①エコーシールドで反響音を抑えることができる。

②後ろからの声にフォーカスすることで、車いすや運転中の聞き取りを改

善することができる。

③12kHzまで入出力するので音が豊かになる。音楽がお好きな方に向いて

いる。

問題３
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Q：ストリームラインTVについて、正しいものはどれでしょうか。

①赤外線により、ダイレクトに補聴器に音情報を飛ばすことができ、マイ

クで拾うよりもクリアに聞こえる。

②テレビに接続する際、テレビ側の音声出力端子にコードをつなぐ。

③ストリームラインTVと補聴器のペアリングの際、USBでPCに接続し、

Connexx上でプログラムを作成する。

問題４
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Q：購入後1年で耳あな型補聴器を落としてしまい、シェル破損と内部音

響部品も故障した場合、修理費用として正しいものはどれでしょうか。

①保証期間内なので0円

②音響部品の24,000円のみ

③音響部品の24,000円とシェル作成30,000円の合計54,000円

問題５
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